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以下のような議論が行われました。文中Qは代議員からの意見・質問、Aは執行部

の見解・回答です。 

 

第１・２号議案提案（昨年度の活動・決算報告） 

労使間のルール作り、労働協約案（団体交渉）、人事に関する労働協約案は積み

残しの課題、非常勤職員の夏期特別休暇が成果、一般職（二）再雇用問題、人事

委員会の廃止問題、昇格に関する課題、外国人教師再雇用 

Ｑ．人事に関する労働協約案など、積み残しの課題に対する突破口は？ 

Ａ．事前折衝の段階で問題があり団体交渉に応じないなど、当局側の対応は話に

ならない。また、人事に関する労働協約に対して就業規則と同じ案を出すなど、

労働協約自体がわかっていない状態で始められた。個別問題で取り組みを進める

なかで、就業規則以下の取り扱いを変えさ

せる。とりわけ、再雇用の差別的な扱いは

許さないつもりである。 

Ｑ．議案書における再雇用問題の書き方に

誤解が生じる。「差別」というと優遇され

ている側がある印象を与える。「平等に再

雇用しない」可能性も示されるのでは？ 

Ａ．議案書５ページ４）の部分を指すが、

不補充方針があったとしても定年延長措置

としての再雇用制度は別の論理である。職種に限定した不補充が先に立っていた

ことを示したが、再雇用しなければならないという認識を大学側にもたせるのが

重要である。 

Ｑ．現場の状況を無視した規定方針を突破しないとむずかしい。支部で、中間管

理職を動かしていかないといけないのでは？ 

  平成14年4月に再雇用は努力目標とされ、平成18年4月からは再雇用が義務に

なる。この間、当局側は努力してこなかったし、組合側の体制も不十分だったこ

とを確認しなければならない。 

Ａ．就業規則以下の制度に対する当局側の無理解とともに、組合としても十分に

支えられなかったことを認める。 
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Ｑ．新書記の採用に際して、雇用の経緯への説明が十分なされてきたか？ 支部へ紹介されているのか？ 

Ａ．規約の就業規則によると、専従書記の任免の決定は執行委員会の専決事項となっている。そこで、

2003年執行委員会で選考委員を承認し、書類選考により130名の応募者から７名に絞込み、最終選考に残り

採点した結果、抜群の審査結果によって山口さんに決定した。年齢は30歳以上で公募した。手続は厳正に

行われた。着任後の仕事ぶりを見て欲しい。むしろ、執行部は書記から自立すべきだと考えている。 

第１号議案採択 （17：09～） 保留1 反対1 賛成32 

第２号議案採択        保留0 反対0 賛成34 

 

第３、４、５号議案 （本年度の情勢・予算案・人事委員） 

公務員給与5％引き下げ、昇給カーブを寝かせる、「過半数組合」をめざす、月１回の「不二速報」発行、

ホームページの再建 

質疑（17：32～） 

Ｑ．①三原則に則って、組合活動を認められた。昼に定期大会を開催してほしい。②当局が何をやってい

るかを組合員に説明すべき。たとえば、7000万円の人件費を浮かせたという理事発言がある。組合がやっ

ていることは教えてもらっても仕方ない。怒りを結集しよう。③西部でパートの生首が切られた。更新が

一度ＯＫされたのに、再度やめさせられ、その後は給与が高い派遣社員を雇っている。情報収集が組合に

は出来ていなかった。組合員の望んでいることを集めて欲しい。 

Ａ．①多くの人が参加できる時間帯を選んだが、来年度の検討課題にしたい。②組合がやっていること

も、当局がやっていることも情宣したい。③議案書に盛り込むべきだったが、「肩たたき対応マニュア

ル」を作成したいと考えている。 

Ｑ．再雇用義務化に対して、当局はワーキングを作るといっていた

が、わかっていない。また、速報の内容は当局側のことばかりとなっ

ている。組合の発言をはっきり出して内容を充実させ、さらにホーム

ページ上でも見えるようにしてほしい。 

Ａ．再雇用への対案作りとして、東ブロック他大学の様子見をしつつ

人事委員と専門家からなる組合側のワーキング･グループを結成したい

と考えている。ホームページは早めに再建したい。 

Ｑ．教員の処遇の問題も扱って欲しい。学部としてのポストがないと

いう理由で昇任できない状態になっているが、浮いてくるお金でプロモートできるはずだ。他大学の例も

含めて、組合として対案を出して欲しい 

Ａ．承った。ただ、組合以外のルートでも対応してもらえると幸いである。 

Ｑ．議案書Ｐ.８「23時過ぎ…」というのは、給与が支払われていないとなれば労働基準監督署に持ってい

けば問題となる内容である。本当に当局に求めるなら、電話一本の措置でもよい。こうした問題のある内

容は10-20年前なら削られてきたのだが、組合員の声をそのまま載せることがよいのかどうか、検討すべき

である。また、地域調整手当が同じ組合の中で格差があることについても述べられていない。 

Ａ．最後の選択肢として、腹を括る場合もあるかもしれない。P.10のベース引き下げのところで、盛り込

んだつもりである。 

Ｑ．人事労務係長は、その３％は運営交付金に「含まれていない」と言った。 

Ａ．当局に確認してみる。 

Ｑ．①人事に関する労働協約締結の決意が盛り込まれていない。②賃金、ボーナス要求をきちんと書いて

役員会に出すべき。③事務再編については、わずか5行のみしか取りあげられていない。事務職員の再編に

は事務職員のみから構成されており、教員が入っていない。浜松では教員への事務サービスが低いことを
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組合で検討すべきである。定員削減でキュウキュウの状態でやってきたが、これが大学の教育研究にいか

なる影響を及ぼしているかを組合として検討すべき。昨日、事務再編案が係長クラスまで出たといううわ

さがある。組合として、教員を含めたグランドデザインをしっかり示して提案すべき。④財政問題、Ｐ.８

については、組合はうとく、営繕に回すお金が年度末ついたなどの例もある。財政問題への情報公開を求

めていく。⑤P.5代表委員会の回数が少なく、準備をしっかりやらないと当局とやっていけない。日常的に

活動する専門部を設置する必要がある。 

Ａ．ご趣旨はその通りと思う。現状がよくなるように努力したい。 

Ｑ．パート職の生首を切られたのを知ったのは、すでにそれがわ

かってからのことであった。方針を立てて議案書に盛り込み、生首

を切らないことを学長に約束させねばならない。 

Ａ．今年の最重要課題だと考えている。 

 

第３号議案採択 （18：14～） 保留0 反対0 賛成34 

第４号議案採択        保留1 反対0 賛成33 

第５号議案採択        保留0 反対0 賛成34 

 

なお、大会中にお回ししました「地区労組合支援カンパ」にご協力ありがとうございました。10,722円集

まりました。 

 
 

定期大会での以上のような議論を踏まえ、早速、当局と交渉を持ちます。 

   日時：７月２８日(木) １４：００～ 

   場所：追ってお知らせします 

   議題：１．国立大学法人静岡大学の財政状況について 

      ２．非常勤職員（パート職員）の賃金、労働条件について  

  ３．時間外労働について 

  ４．教職員の給与について 

  ５．事務組織再編について 

  ６．事務系職員の定年延長・再雇用について 

      ７．職員の特別昇給に関して、従来通り労使代表による協議の場を設けること 

      ８．事務職員・技術職員の昇格基準を公開し、昇格を実施すること 

         （打ち合わせ） １３：００～ 書記局（静岡） 

    奮ってご参加ください！ 

 

 また、西部キャンパスでは「西部三部局長交渉」が行われます。 

   日時：７月２７日（水）１５：００～ 

             こちらにもぜひご参加ください！ 

 

第２回学長交渉のお知らせ 



組合員のための組合 

静岡大学教職員組合公式ＨＰもご覧

ください。 

 

http://www.jade.dti.ne.jp/~suu/ 

あなたも組合に加入しませんか？ 

★ 第１回代表委員会が開催されます。★ 

   
  第２回団体交渉に向けて、下記の通り開催します。 

  各支部から２名、各部会から１名の代表委員により構成  

  されますので、ご出席をお願いいたします。 

  （テレビ会議にて行います。） 

 

  日時…７月２１日（木）１２：３０～ 

  場所…静岡：理学部事務棟３Ｆ中会議室 

     浜松：工学部テレビ会議室 

  議題…（１）第２回団体交渉について 

     （２） その他 

         ・各支部の活動状況 

         ・今後の予定 など  

 

☆ 浜松キャンパスで学習会を行います。☆ 
   

  工学部支部連続学習会 第３弾 

   技術職員学習会、非常勤職員学習会に続き、以下の 

   学習会を行います。 

  

 「働く仲間の権利と労働組合」 

    講師） 中安俊文氏 （西部地区労連議長） 

    日時） ７月２０日（水）１２：１０～１３：００ 

    場所） 組合西部書記局 

  

 支部委員を中心に学習しますが、参加ご希望の方は、 

ぜひどうぞ。 

 参加される方は、書記局までご連絡ください。 

 

★ 原水爆禁止２００５年世界大会が行われます。★ 

   
  被爆６０年の記念大会ということで、広島で開会集会 

  を、長崎で閉会集会を行う両本大会となります。 

 

    日程：世界大会・広島 ８／４～８／６ 

       世界大会・長崎 ８／７～８／９ 

 

  詳細をお知りになりたい方、ご参加希望の方は、書記局 

  までご連絡ください。 

    

  問 組合書記局 静岡：内線２７９０ 

          浜松：内線３９１０ 

組合からのお知らせ 


